
 

船舶事故調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和７年４月２７日 １３時３７分頃 

発生場所 長崎県佐世保市宇久
う く

島松ヶ鼻
ま つ がは な

東方沖 

 神
こう

ノ
の

浦
うら

港南防波堤灯台から真方位１２６°８００ｍ付近 

 （概位 北緯３３°１４.９′ 東経１２９°０５.９′） 

事故の概要  漁船リョウセイは、航行中、浅所に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和７年４月３０日、主管調査官（長崎事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 リョウセイ、１９トン 

 ＮＳ２－１６９４８（漁船登録番号）、有限会社リョウセイ 

 第２９０－４５０６７号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 船底に破口及び擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風力 ２～３、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の末期 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、いか
．．

一本釣り漁を行う目的で、宇

久島北西方沖の漁場に向け、船首約０.５ｍ、船尾約２.２ｍの喫水

で、佐世保市神崎
こうざき

漁港を出航した。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 推定航行経路図 

 

 船長は、操舵室右舷側に設置された背もたれ付きの操縦席に腰を掛

け、レーダー及びＧＰＳプロッターを作動させ、自動操舵で操船に当

たり、本船を約１０ノットの対地速力で航行させた。 

 船長は、長崎県平戸市平戸島南方沖を通過後、同島南西方沖におい

て本船を北西進させていたところ、周囲に航行の支障となる他船を認

めず、また空腹であったので、持参した弁当を食べることとした。 

 船長は、食事後、空腹感が満たされた中、引き続き周囲に他船を認

めなかったので気が緩み、軽い眠気を感じるようになった。 

 船長は、ふだん眠気を感じた場合、コーヒーを飲んだり、たばこを

吸ったりして眠気を覚ましていたので、眠気を覚まそうと思ってたば

こを吸った。 

 船長は、これまで、たばこを吸うことで居眠り運航を防止できてい

たので、立って操船に当たったり外気に当たったりすることなく、操

縦席に腰を掛けたまま操船を続けた。 

 船長は、その後、佐世保市黒
くろ

母
も

瀬の南方沖に達し、針路を同市相
あい

瀬

の北方沖に向け、本船を西進させた。 

 船長は、宇久島南東方沖において本船を西進させていたところ、船

首方に小型船を認めたので、自動操舵装置のつまみで右舵を取り、同

船を避けた後、左舵を取って針路を相瀬北方沖に戻そうと考えてい

た。 

 船長は、軽い眠気を感じる中、右舵を取って小型船を避航した後、

神崎漁港

長崎県 

平戸島
宇久島

志々伎埼



 

同船を避航した安堵感から眠気が強まり、間もなくして居眠りし始め

た。 

 本船は、左転しないまま、松ヶ鼻に向かって航行を続け、同鼻東方

沖の浅所に乗り揚げた。 

（図２、写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 事故発生経過概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船の乗揚状況（佐世保海上保安部提供） 

 

 船長は、乗揚の衝撃で目が覚め、ＧＰＳプロッターを確認し、本船

が松ヶ鼻東方沖の浅所に乗り揚げたことが分かり、後進をかけて離礁

予定針路

小型船

佐世保市宇久島 
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事故発生場所 
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しようとしたができなかった。 

 船長は、１１８番通報を行い、海上保安庁からの要請を受けて来援

した長崎県水難救済会の所属船に救助された。 

 本船は、その後、僚船２隻によって浅所から引き出され、神崎漁港

にえい
．．

航された。 

分析 (1) 船長は、操舵席に腰を掛けた楽な姿勢で操船に当たり、食事を

とって空腹感が満たされるとともに、周囲に他船を認めなかった

ことから、軽い眠気を感じるようになったものと考えられる。 

(2) 船長は、これまではたばこを吸うことで居眠り運航を防止でき

ていたことから、たばこを吸うだけで、立って操船に当たったり

外気に当たったりするなどの居眠り運航の防止措置を採らなかっ

たものと考えられる。 

(3) 船長は、軽い眠気を感じる中、小型船を避航した後、同船を避

航した安堵感によって眠気が強まったことから、居眠りしたもの

と考えられる。 

(4) (1)～(3)から、本船は、航行中、松ヶ鼻東方沖の浅所に乗り揚

げたものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、宇久島南南東方沖を自動操舵で航行中、船長が

居眠りしたため、松ヶ鼻東方沖の浅所に乗り揚げたものと考えられ

る。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、操船中に眠気を感じた場合、軽い眠気であっても、操縦

席に腰を掛けたまま楽な姿勢で操船を続けず、操縦席から立ち上

がって体を動かしたり、外気に当たったり、カフェインを含む飲

料を摂取したりするなどして居眠り運航の防止措置を十分に採る

こと。 

 ・１人乗り組みの船長は、操船中に眠気を感じた場合は、安全な海

域で停船して適宜休息をとりながら操船することが望ましい。 

 


